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２
月
２
１
日
、
セ
ガ
、
セ
ガ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
各
社

へ
春
闘
・
夏
季
一
時
金
要
求
を
提

出
し
ま
し
た
。
要
求
内
容
に
つ
い

て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 セ
ガ
へ
の
要
求 

 

・
基
準
内
賃
金
を
３
万
円
引
き

上
げ
る
こ
と
。
査
定
し
な
い 

こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
時
給
を
最
低
２
０

０
０
円
以
上
に
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
派
遣
・
請
負
社
員
を

本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
正 

    

社
員
に
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
退
職
金
制
度
を
設 

 

け
る
こ
と
。 

 
・
新
人
事
制
度
を
廃
止
し
、
導

入
前
の
賃
金
体
系
に
戻
す

こ
と
。 

 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日

制
、
３
５
時
間
労
働
と
す
る

こ
と
。 

 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有

期
契
約
社
員
の
給
与
を
、
定

年
時
の
月
額
基
準
内
賃
金

の
８
０
％
で
算
定
し
支
給

す
る
こ
と
。
希
望
す
る
も
の

に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用

す
る
こ
と
。 

 

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年

間
５
万
円
分
に
す
る
こ
と
。 

 

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
こ
と
。 

 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、 

会
社
分
割
・
合
併
・
営
業
譲 

渡
な
ど
企
業
組
織
の
変
更
、 

子
会
社
の
設
立
、
海
外
へ
の 

生
産
移
転
、
工
場
・
営
業
所 

の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・ 

業
種
転
換
、
資
本
の
移
動
、 

 

企
業
間
提
携
、
廃
業
、
企
業 

倒
産
に
か
か
わ
る
私
的
・
法 

的
手
続
き
の
申
立
・
実
行
、 

そ
の
他
、
重
要
な
経
営
施
策 

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
労
働 

組
合
と
事
前
に
協
議
し
、
同 

意
を
得
た
う
え
で
実
行
す 

る
こ
と
。 

 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ

き
基
準
内
賃
金
の
２
ヶ
月

分
と
す
る
こ
と
。 

 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、 

子
（
出
生
児
か
ら
高
校
卒
業 

ま
で
）
２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、 

一
般
従
業
員
に
も
現
行
１ 

０
日
か
ら
最
高
６
０
日
（
休

日
除
く
）
を
与
え
る
こ
と
。

診
断
書
代
の
実
費
を
会
社

負
担
と
す
る
こ
と
。 

 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を

労
使
３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

 

・
勤
続
３
ヶ
月
以
上
の
、
本
人 

の
結
婚
祝
い
金
を
現
行
５ 

万
円
か
ら
１
０
万
円
に
引 

２
０
２
４
年
春
闘 

夏
季
一
時
金
要
求
提
出 

       

 



き
上
げ
る
こ
と
。 

 

・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結 

婚
休
暇
は
、
連
続
２
週
間 

（
休
日
含
む
）
と
し
、
子
供 

が
結
婚
す
る
と
き
は
３
日 

（
休
日
を
含
ま
ず
）
と
す
る 

こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
社
員
同
様
、
慶
弔
休

暇
を
付
与
す
る
こ
と
。 

 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の 

３
０
％
を
会
社
が
支
給
す 

る
こ
と
。 

 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や

早
退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正

規
、
非
正
規
に
か
か
わ
ら
ず

賃
金
を
１
０
０
％
保
証
す

る
こ
と 

 

夏
季
一
時
金 

２
０
２
４
年
夏
季
一
時
金
と

し
て
、
基
本
給
の
４
か
月
分
を

支
給
す
る
こ
と
。
有
期
契
約
社

員
に
も
正
社
員
同
様
支
給
す

る
こ
と
。
た
だ
し
査
定
を
行
わ

な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業
員
に

も
、
夏
季
一
時
金
を
支
給
す
る

こ
と
。 

 

Ｓ
Ｌ
Ｓ
へ
の
要
求 

 

・
基
準
内
賃
金
を
５
万
円
引
き 

上
げ
る
こ
と
。
査
定
し
な
い 

こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ 

マ
ー
の
時
給
を
最
低
２
０ 

０
０
円
以
上
に
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
派
遣
・
請
負
社
員
を

本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
正

社
員
に
す
る
こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ 

マ
ー
に
退
職
金
制
度
を
設 

け
る
こ
と
。 

 

・
新
人
事
制
度
を
廃
止
し
、
導

入
前
の
賃
金
体
系
に
戻
す

こ
と
。 

 

・
昇
格
の
基
準
を
明
確
に
し
、

社
員
が
納
得
で
き
る
昇
格

制
度
に
す
る
こ
と
。 

 

・
人
事
制
度
に
お
い
て
評
価
給

が
テ
ー
ブ
ル
の
上
段
に
達

し
た
場
合
、
昇
格
試
験
の
機

会
を
与
え
る
こ
と
。 

 

・
１
日
実
働
７
時
間
、
週
５
日

制
、
３
５
時
間
労
働
と
す
る

こ
と
。 

・
高
齢
者
再
雇
用
に
お
け
る
有

期
契
約
社
員
の
給
与
を
、
定

年
時
の
月
額
基
準
内
賃
金

の
８
０
％
で
算
定
し
支
給 

す
る
こ
と
。
希
望
す
る
も
の

に
は
７
０
歳
ま
で
再
雇
用

す
る
こ
と
。 

 

・
リ
ロ
ク
ラ
ブ
ポ
イ
ン
ト
を
年 

間
５
万
円
分
に
す
る
こ
と
。 

ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
も
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
こ
と
。 

 

・
退
職
金
を
、
勤
続
１
年
に
つ

き
基
準
内
賃
金
の
２
ヶ
月
分

と
す
る
こ
と
。 

 

・
家
族
手
当
を
配
偶
者
３
万
円
、

子
（
出
生
児
か
ら
高
校
卒
業
ま

で
）
２
万
円
と
す
る
こ
と
。 

 

・
事
業
所
の
移
転
・
統
廃
合
、 



会
社
分
割
・
合
併
・
営
業
譲 

渡
な
ど
企
業
組
織
の
変
更
、 

子
会
社
の
設
立
、
海
外
へ
の 

生
産
移
転
、
工
場
・
営
業
所 

の
進
出
、
新
業
種
の
進
出
・ 

業
種
転
換
、
資
本
の
移
動
、 

 

企
業
間
提
携
、
廃
業
、
企
業 

倒
産
に
か
か
わ
る
私
的
・
法 

的
手
続
き
の
申
立
・
実
行
、 

そ
の
他
、
重
要
な
経
営
施
策 

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
労
働 

組
合
と
事
前
に
協
議
し
、
同 

意
を
得
た
う
え
で
実
行
す 

る
こ
と
。 

 

・
業
務
外
傷
病
有
給
休
暇
を
、

一
般
従
業
員
に
も
現
行
１

０
日
か
ら
最
高
６
０
日
（
休

日
除
く
）
を
与
え
る
こ
と
。

診
断
書
代
の
実
費
を
会
社

負
担
と
す
る
こ
と
。 

 

・
社
会
保
険
料
の
負
担
割
合
を

労
使
３
対
７
に
す
る
こ
と
。 

 

・
本
人
が
結
婚
す
る
と
き
の
結 

婚
休
暇
は
、
連
続
２
週
間 

（
休
日
含
む
）
と
し
、
子
供 

が
結
婚
す
る
と
き
は
３
日 

（
休
日
を
含
ま
ず
）
と
す
る 

こ
と
。 

 

・
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
タ
イ 

マ
ー
に
社
員
同
様
、
慶
弔
休 

暇
を
付
与
す
る
こ
と
。 

 

・
家
賃
補
助
に
つ
い
て
家
賃
の 

３
０
％
を
会
社
が
支
給
す 

る
こ
と
。 

 

・
災
害
等
に
よ
る
自
宅
待
機
や 

早
退
・
遅
刻
に
つ
い
て
、
正 

規
、
非
正
規
に
か
か
わ
ら
ず 

賃
金
を
１
０
０
％
保
証
す 

る
こ
と
。 

 

夏
季
一
時
金 

２
０
２
４
年
夏
季
一
時
金
と

し
て
、
賞
与
資
格
別
基
準
額
を

２
万
円
底
上
げ
し
、
係
数
４
．

０
を
支
給
す
る
こ
と
。
有
期
契

約
社
員
に
も
正
社
員
同
様
支

給
す
る
こ
と
。
た
だ
し
査
定
を

行
わ
な
い
こ
と
。
及
び
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
業

員
に
も
、
夏
季
一
時
金
を
支
給

す
る
こ
と
。 

 

回
答
日
は
セ
ガ
、
Ｓ
Ｌ
Ｓ
と
も

３
月
６
日(

水)

で
す
。 

  



  

 

１
月
２
３
日
、
セ
ガ
・
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
報
酬
制
度
改

定
に
つ
い
て
会
社
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 ・
報
酬
配
分
見
直
し
給
料
の
安
定
化
。 

賞
与
の
一
部
を
（
賞
与
係
数
０.

５
）
を
基
準
内
賃
金
（
調
整
給
）

に
取
り
込
み
月
額
給
与
の
引
き
上

げ
、
月
額
給
与
が
増
え
る
こ
と
で

残
業
手
当
等
の
単
価
が
増
え
る
。 

一
時
金
を
月
額
給
与
に
回
す
だ

け
な
の
で
実
際
に
は
年
収
は
変
わ

ら
な
い
。 

 ・
家
族
手
当
を
見
直
し 

子
育
て
支
援
の
充
実 

子
供
に
対
す
る
手
当
の
引
き
上

げ
、
子
供
が
０
歳
か
ら
小
学
校
入

学
ま
で
は
、
手
当
が
５
０
０
０
円

だ
っ
た
も
の
を
１
万
円
に
変
更
、

子
供
の
人
数
に
よ
り
金
額
が
増
え

て
い
く
。
配
偶
者
の
手
当
を
廃
止
。 

家
族
手
当
か
ら
こ
ど
も
手
当
へ
名

称
変
更
。 

 

・
家
賃
補
助
手
当
を
見
直
し 

居
住
地
に
よ
る
手
当
の
違
い
を

解
消
し
家
賃
に
連
動
し
た
手
当
に

す
る
。
家
賃
の
１
５
％
を
家
賃
補

助
手
当
で
支
給
す
る
。 

 

・
社
宅
の
入
居
期
間
延
長 

 

社
宅
入
居
期
間
を
３
年
か
ら
５

年
に
変
更
。 

 

・
退
職
金
制
度
、
選
択
制
に
変
更 

 

定
年
時
に
一
番
多
く
受
け
取
れ

る
退
職
金
制
度
が
時
代
に
合
わ
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

退
職
金
の
前
払
い
と
な
る
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
手
当
を
導
入
し
、
定
年
時

一
括
受
け
取
り
す
る
か
、
前
払
い

で
受
け
取
り
す
る
か
選
択
制
に
変

更
す
る
。
年
一
回
前
払
い
後
払
い

の
割
合
を
選
択
で
き
る
。 

 

・
高
年
齢
者
再
雇
用
規
則
の
改
定 

今
回
の
月
額
給
与
改
定
に
よ
り

基
準
内
賃
金
が
引
き
あ
が
る
こ
と

で
、
定
年
再
雇
用
時
給
料
上
限
を

４
０
万
円
か
ら
４
２
万
円
に
引
き

上
げ
る
。 

す
べ
て
の
改
定
で
現
従
業
員
が

不
利
益
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

報
酬
配
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

一
時
金
の
一
部
を
月
額
に
回
し
て

い
る
の
で
年
収
は
変
わ
ら
ず
、
不

利
益
で
は
な
い
で
す
が
、
増
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
残
業
を
す

れ
ば
単
価
上
が
り
ま
す
が
微
々
た

る
も
の
で
す
。
昨
年
よ
り
一
時
金

が
下
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

年
収
減
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
ど
も
手
当
に
つ
い
て
は
確
か

に
増
額
に
な
り
ま
す
が
、
配
偶
者

の
手
当
が
廃
止
に
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
配
偶
者
を
今
扶
養
に
し
て

い
て
、
扶
養
を
外
し
、
再
度
扶
養

に
入
れ
た
場
合
は
手
当
が
な
く
な

り
ま
す
。 

ま
た
こ
れ
か
ら
結
婚
を
し
て
配

偶
者
を
扶
養
に
入
れ
た
場
合
手
当

は
出
ま
せ
ん
。
家
賃
補
助
に
つ
い

て
も
現
状
よ
り
下
が
る
こ
と
は
な

い
で
す
が
、
い
ざ
引
っ
越
し
た
時

に
、
今
ま
で
の
家
賃
補
助
よ
り
下

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

制
度
改
定
当
初
は
、
確
か
に
不

利
益
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
制

度
改
定
後
か
ら
の
人
達
に
は
不
利

益
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

退
職
金
制
度
改
定
に
つ
い
て
は
、

正
社
員
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意

が
必
要
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
と
あ
り
ま
す
。
よ
く
考
え

て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

Ｓ
Ｌ
Ｓ
報
酬
制
度
・ 

退
職
金
制
度
改
定 

       

 



掌
編
小
説 

ぼ
け
老
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

仙
洞
田
一
彦 

  

二
月
も
三
週
目
。
寒
さ
も
今
が

底
。
目
が
覚
め
て
も
す
ぐ
に
は
起

き
な
い
で
、
布
団
の
中
に
い
た
。

手
は
出
さ
ず
に
、
顎
を
上
げ
、
つ

ま
先
を
突
き
出
す
よ
う
に
し
、
ゆ

っ
く
り
伸
び
を
し
た
。
す
る
と
、

か
す
か
だ
が
、
心
臓
が
締
め
付
け

ら
れ
る
の
を
感
じ
た
。
あ
わ
て
て

全
身
の
力
を
抜
い
た
。
だ
が
、
そ

の
感
覚
は
収
ま
ら
ず
続
い
た
。 

 

三
日
ば
か
り
前
、
文
学
同
人
の

集
ま
り
が
あ
っ
た
。
年
一
回
の
作

品
集
が
で
き
た
の
で
、
そ
の
批
評

会
が
行
わ
れ
た
。
小
説
が
六
作
載

っ
て
い
る
。
批
評
会
は
午
前
と
午

後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
や
っ
た
。

そ
の
後
例
に
よ
っ
て
打
ち
上
げ
。

居
酒
屋
に
ほ
と
ん
ど
全
員
が
流
れ

て
飲
ん
だ
の
だ
。
会
場
が
少
し
離

れ
て
い
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
朝
早

め
に
出
て
、
帰
っ
た
の
は
夜
九
時

を
過
ぎ
て
い
た
。
こ
の
疲
れ
が
影

響
し
た
の
か
と
考
え
た
。
三
日
も

経
っ
て
い
る
が
、
歳
と
と
も
に
疲

れ
の
出
る
の
が
遅
く
な
る
。 

 

心
臓
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う

な
感
じ
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は

な
い
。
三
ヶ
月
に
一
度
く
ら
い
あ

る
だ
ろ
う
か
。
コ
ロ
ナ
の
予
防
接

種
直
後
は
、
も
っ
と
強
い
力
で
締

め
付
け
ら
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。
だ

か
ら
、
予
防
接
種
を
受
け
る
の
を

止
め
た
。 

 

こ
の
予
防
接
種
と
、
心
臓
締
め

付
け
に
因
果
関
係
が
あ
る
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
接
種
の
後

三
度
四
度
と
あ
る
と
や
は
り
因
果

関
係
を
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
で
死
ぬ

か
、
心
臓
締
め
付
け
で
死
ぬ
か
な

ど
と
考
え
た
。 

 

そ
れ
と
今
朝
の
締
め
付
け
ら
れ

方
が
少
し
違
う
が
、
や
は
り
因
果

関
係
を
考
え
る
。
あ
る
い
は
単
純

な
疲
労
か
ら
だ
ろ
う
か
と
も
考
え

る
。
集
ま
り
の
み
ん
な
は
、
気
を

遣
う
人
た
ち
で
は
な
い
。
だ
が
一

人
暮
ら
し
で
、
普
段
遣
わ
な
い
気

を
遣
う
か
ら
疲
れ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。 

 

そ
の
痛
み
と
い
う
か
、
こ
の
よ

う
な
症
状
を
心
筋
梗
塞
と
い
う
の

だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
私
が
死
ぬ

の
は
心
筋
梗
塞
か
も
知
れ
な
い
。

呼
吸
は
普
段
通
り
に
で
き
て
い
る

よ
う
だ
。
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
調

べ
た
こ
と
も
な
い
が
、
そ
の
死
は

あ
る
日
突
然
や
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

今
朝
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
若
い

こ
ろ
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。 

能
登
半
島
地
震
の
報
道
を
見
て

い
て
、
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

あ
の
環
境
に
置
か
れ
た
私
な
ら
低

体
温
症
で
死
ぬ
だ
ろ
う
な
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。
年
齢
も
あ
る
し
、

痩
せ
て
い
る
の
で
保
温
力
は
な
い
。

寝
る
時
に
、
停
電
で
電
気
毛
布
が

使
え
な
け
れ
ば
、
冷
凍
保
存
状
態

だ
。 

 

考
え
が
負
の
方
向
に
走
る
。
こ

う
し
て
一
人
で
寝
て
い
て
、
心
臓

附
近
の
異
変
を
感
じ
て
い
る
と
、

強
烈
な
異
臭
を
発
し
な
い
限
り
、

死
は
発
見
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
な
と

思
う
。
で
き
る
な
ら
散
歩
中
が
い

い
。
道
で
倒
れ
て
い
れ
ば
だ
れ
か

が
発
見
し
て
通
報
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
も
し
密
室
で
誰
か

と
二
人
で
い
た
と
き
に
倒
れ
た
な

ら
、
場
合
に
よ
っ
た
ら
そ
の
相
手

が
殺
人
で
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
迷
惑
は
掛
け
た
く
な
い
。
し

か
し
倒
れ
る
場
所
や
時
間
を
自
分

で
選
択
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

こ
う
な
る
と
浮
か
ん
で
く
る
の



は
後
悔
ば
か
り
だ
。
誠
実
に
向
き

合
っ
て
い
た
の
に
つ
い
噓
を
つ
い

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
相
手

の
た
め
を
思
っ
て
、
冷
た
い
態
度

を
と
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
で

こ
う
な
る
の
な
ら
、
辛
い
こ
と
だ

け
ど
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
。
私
は
自
分
の
気
持

ち
を
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
の
で
、

相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
明
ら
か
な
誤
解
を
植
え

付
け
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
人
間…

…
 

 

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
ド
ア
が
た

た
か
れ
、
考
え
が
切
断
さ
れ
た
。 

 

先
月
の
寒
い
朝
の
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
時
間
も
ち
ょ
う
ど
今
頃

だ
。
こ
の
ア
パ
ー
ト
を
出
て
引
っ

越
し
て
し
ま
い
、
縁
が
切
れ
た
と

思
っ
た
男
が
ま
た
現
れ
て
、
金
を

貸
し
て
く
れ
と
言
っ
た
の
だ
。
飯

に
あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
に
ふ

る
え
て
い
た
が
、
ど
う
も
嘘
っ
ぽ

い
の
だ
。
で
も
、
も
う
私
は
最
期

を
迎
え
る
の
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に

う
る
さ
い
こ
と
言
わ
ず
に
、
千
円
、

二
千
円
だ
か
ら
貸
し
て
や
っ
た
ら

ど
う
だ
。
今
朝
は
思
う
。
一
方
、
甘

い
態
度
を
と
っ
た
ら
彼
の
た
め
に

な
ら
ん
と
い
う
気
持
も
起
こ
っ
た
。

ケ
チ
だ
か
ら
で
は
な
い
。
相
手
の

た
め
を
思
っ
て
い
る
の
だ
。 

 
す
る
と
ま
た
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、

ド
ア
が
た
た
か
れ
た
。 

 

布
団
か
ら
出
て
パ
ジ
ャ
マ
の
上

に
ダ
ウ
ン
の
コ
ー
ト
を
羽
織
っ
て
、

ド
ア
を
そ
っ
と
開
け
た
。 

 

同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住
む
高
齢
の

女
性
だ
っ
た
。 

「
今
日
は
資
源
ご
み
の
日
だ
け
ど
、

空
き
瓶
を
入
れ
る
箱
が
、
ご
み
集

積
場
に
出
て
な
い
の
。
今
月
は
お

宅
が
当
番
で
は
な
い
か
し
ら
。
そ

う
思
っ
て
言
い
に
来
た
の
」 

「
あ
っ
」 

 

私
は
思
わ
ず
大
き
な
声
を
上
げ

た
。
そ
う
だ
、
今
月
、
箱
を
出
す
の

は
私
の
当
番
だ
。
古
新
聞
や
雑
誌

は
束
ね
て
出
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
水
で
ゆ
す
い
で
出
す
。
空
き
瓶

も
同
様
だ
が
、
ご
み
集
積
場
で
倒

し
て
割
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
空
き
瓶
だ
け
を
入
れ
る

箱
を
出
す
。
毎
週
水
曜
日
の
朝
、

そ
の
箱
を
出
す
の
が
当
番
の
仕
事

だ
。
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。 

「
す
み
ま
せ
ん
」 

 

私
は
謝
っ
た
。 

「
今
朝
も
私
が
、
箱
を
出
し
て
お

き
ま
し
た
よ
。
今
日
の
箱
の
お
片

付
け
と
、
来
週
水
曜
日
よ
ろ
し
く

ね
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
お
忘
れ
な
く
。

資
源
ゴ
ミ
の
日
、
忘
れ
な
い
で
お

願
い
し
ま
す
よ
。
私
も
こ
の
歳
で

し
ょ
う
、
大
分
記
憶
が
怪
し
く
な

っ
て
い
ま
す
の
。
お
宅
も
、
私
と

歳
が
近
い
か
ら
、
ボ
ケ
と
か
認
知

症
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
う
。

オ
ホ
ホ
ホ
ホ
、
で
は
よ
ろ
し
く
」 

 

い
ち
い
ち
言
葉
を
区
切
っ
て
、

い
や
に
押
し
つ
け
が
ま
し
い
言
い

方
と
思
い
つ
つ
、
私
は
ド
ア
の
取

っ
手
を
握
っ
た
ま
ま
、
頭
を
下
げ

て
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
謝
っ
た
。 

ド
ア
を
閉
め
て
か
ら
、
ニ
ン
、

チ
、
シ
ョ
ウ…

…

ね
。
私
は
言
い

方
を
ま
ね
て
言
っ
た
。 

「
あ
っ
」 

 

思
わ
ず
声
が
出
た
。
今
朝
は
四

週
あ
る
う
ち
の
、
す
で
に
三
週
目

だ
。
あ
の
言
い
方
は
、
私
を
ぼ
け

老
人
扱
い
し
て
い
る
証
拠
だ
。 

な
ぜ
か
急
い
で
着
替
え
て
、
布

団
を
た
た
ん
だ
。
慌
て
た
と
こ
ろ

で
、
出
か
け
る
用
事
も
、
意
味
も

な
い
。 

心
臓
の
異
常
は
、
い
つ
の
間
に

か
収
ま
っ
て
い
た
。 


